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東北地区国立大学法人等
オープンセミナー

～ 先輩職員の体験談 ～

令和６年３月５日

福島大学 研究協力分野

【本日の内容】

自己紹介・なぜ大学職
員になろうと思ったか

1日のスケジュール
大学職員に求められる
こと

試験対策

業務紹介

大学職員の魅力は？

自己紹介

 福島県出身

 平成2７年３月 国立大学卒業

 平成２８年４月 福島大学採用

→平成２８年４月～ 学生課課外活動支援担当

（現 学生留学生課）

→平成３１年４月～ 人事課任用係

→令和４年１１月～ 研究地域連携課社会連携係

私が大学職員を目指した理由

①とにかく地元で働きたかった

②学校で働きたかった

③地元福島の復興・発展に貢献出来る仕事に就
きたかった
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1日のスケジュール(研究・地域連携課)
(ルーティン的なものではなく、あくまで目安です)
 ８：３０ 業務開始
 ８：３０～ ９：３０ メールの確認、対応
 ９：３０～１２：１５ 締め切り等に応じて業務を行う。

会議が近ければ資料の準備や調整
を行う。イベントが近ければ打ち合わ
せ等の調整を行う。

 １２：１５～１３：１５ お昼休憩
 １３：１５～１６：１５ 午前中の続きに加え翌日に予定している

業務の準備等
 １６：１５～１７：１５ 翌日以降の業務スケジュールの確認、締

め切りが近いものがあれば、いつまでに何
をやらなくてはいけないか、スケジュール
を組む。

 １７：１５～ 急ぎのもので対応がおわっていないもの
があれば、必要に応じて超過勤務をする。

大学職員に求められると思うこと

学生や教員、事務職員の立場が違う三者が1つの場所
に集まっている

立場が違えば意見も違う、国籍や文化が違う人も多い

相手の話を聞き、尊重すること

自分の考えを相手に論理的に、また誤解を与えないよう
に伝えること

意見のぶつかる部分があれば、冷静に一緒に落とし所を
考えられること

→大学職員の業務は学生や教員の活動を支援すること

試験対策

面接について

内容 面接

対策 自己分析･･･相手の印象に残る言葉など

他の人と面接の練習･･･客観性が必要

福島大学の情報収集

面接は印象が大事なので当日までにコンディション

を整える

学生・留学生課とは

学生の生活を支援する課

一部抜粋

・課外教育等の支援

・経済相談(奨学金を含む)

・入学料・授業料の免除

・体育館等の課外活動施設運営

・学生寮の運営
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学生課での仕事(課外活動支援)

学内体育施設・課外活動施設の管理・

運営

学生の活動の支援（物品・施設貸出等）

入学手続き関係業務

その他学生対応

学生とのやりとりがメイン

人事課とは

人事に関する業務を行う課

一部抜粋

・人材育成に関すること

・職員の任免に関すること

・給与、諸手当の支給

・職員の勤怠管理や福利厚生

・社会保険等の事務

人事課での仕事(任用係)

契約職員、パートタイム職員師の採用、
その他手配(待遇の確認等)

文科省や厚労省からの調査物関係対応

その他対応（叙勲申請、改姓、証明書発
行等）

教職員とのやりとりがメイン

研究・地域連携課とは

学内研究の支援、地域との連携に

関する業務を行う課

一部抜粋

・学内研究者の研究の支援

・外部資金の獲得の支援

・産学官連携に関すること

・大学発ベンチャー支援

・知的財産の管理運営

・自治体や企業など地域との連携
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大学での研究と、地域との連携には密接なつ
ながりがある

 「地域とともに21世紀的課題に立ち向かう大学」

研究・地域連携課での仕事(社会連携係)

地域からの相談への対応

お話を聞いて教員や他部署等を案内する地
域の窓口的な役割(→共同研究等に発展)、
講演会等への講師派遣、審議会委員等への
推薦 等

自治体等との協定締結

必要に応じて、お互いに協力がしやすいよ
うに連携協定を締結する(県内 市町村と
締結している)(他研究所や企業とも)

地域未来デザインセンター運営業務

・会議運営

・イベントの運営(県や市との意見交換会、
地域連携コーディネーター連絡会議等)

・みちのくアカデミアスタートアッププ
ラットフォーム(MASP)関係事務業務

東北大学を主幹校としたプラットフォーム

主に、起業活動支援、アントレプレナー
シップ人材育成プログラム、起業環境整備、
拠点都市のエコシステムの形成・発展につ
いて推進している

地域と学内の調整がメイン

地域未来デザインセンターとは
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地域未来デザインセンターとは

大学職員として働くことの魅力

可能性を秘めた学生の成
長をサポートできる

大学ならではの地域貢献
の仕方がある

大学というおもしろい環境
で仕事ができる

一緒に福島大学で働きましょう！


